
保護者 教職員
R３年度 R３年度
R４年度 R４年度

3.21 3.13 保護者

Ｒ３年度

3.21 3.22 3.24 3.63

3.02 3.04 Ｒ４年度

3.22

3.14 3.39 3.25

3.56 3.30 教職員

Ｒ３年度

3.21 3.44 3.22 3.30

3.27 3.43 Ｒ４年度

3.37

3.30 3.44 3.29

3.26 3.00 保護者

3.21

3.20 3.00 3.21 3.57

3.16 3.22 教職員

3.11

3.11 3.41 3.21 3.50

〇一貫教育校のよさを生かし、教職員の連
携をさらに発展させた授業を展開すること
ができた。教職員で実施する主題研究でも
教職員の連携について研究を深めることが
できた。
○幼小中一貫校の指導体制について、教職
員の評価が２年連続低くなっている。教職
員からの意見を吸い上げて改善していきた
い。
〇「学習がんばろう週間」の充実を図り、
家庭との連携を行いながら学力向上に努め
ていく必要がある。
○コロナ対応も含めたオンライン学習やタ
ブレット持ち帰りによる学習に取り組むこ
とができた。

6

　学校は、子どもが主役の「分かる！でき
る！」授業づくりに努めるとともに、家庭学習
を支援している。

4

　学校は、各種の便りや電話連絡、保護者
会・家庭訪問等を通して、子どもの様子をつ
たえるなど家庭と連携を図っている。

小
中
一
貫
教
育

学
力
向
上

5
　学校は、幼小中一貫教育校のよさを生かし
た指導体制づくりを行っている。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携

1
　学校は、保護者や地域の願いに応える教
育活動を積極的に行っている。

○3年前からコロナの影響で、保護者と
の連携を図る場が少なくなった。本年度
は運動会や朝霧祭で入場制限をなくした
り、教職員と保護者との懇親会行うこと
ができた。しかし、地区懇談会が実施で
きずに十分な交流ができなかった。
　本年度から本校もコミュニティ・ス
クールとして地域とともにある学校づく
りを行っている。

○コロナ禍ではあるが、家庭教育学級の
取組を実施できた。講演会や視察研修、
文集あさぎりの作成を行った。

○新聞や学校通信「どんタロ」、ホーム
ページを通して、学校の様子について学
校外に発信した。
　JAに子どもの作品を展示して、子ども
の頑張りを発信していけた。また、作文
や短歌、一行詩の応募等に参加して、子
どもの心を育てるとともに、たくさん入
賞することができた。
　今後もマスコミ等を利用した広報活動
に取り組んでいく。

○「地域とともにある学校づく
り」を実現していくためには、保
護者や地域住民と意見の交流がで
きる機会が足りないと感じる。

○学園生の活動が新聞に多く掲載
されるのでとても嬉しいです。
ホームページやどんタロを通して
南学園のことを知れてとてもあり
がたいです。
　

〇農協等に児童生徒の作品が掲示
されていると嬉しくなる。子ども
たちの作品を地域の施設に掲示し
たり、メディア等で紹介したりす
ることは、地域の活性化にも繋が
るので今後も取り組んでいってほ
しい。

2

　学校は、学校行事や参観日等で、保護者
や地域住民と意見の交流ができる機会を適
切に設けている。

3

　学校は、学校のホームページやフェイス
ブック、地域での作品展示やマスコミ等を利
用した広報活動に取り組んでいる。
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番　号 評　　価　　指　　標 学校としての取組や反省 学校 運営委員
学校運営協議会
委員のコメント



№２

保護者 教職員 学校 委員会
学校運営協議会
委員のコメント

3.25 3.04 保護者

3.26

3.26 3.35 3.27 3.75

3.27 3.39
教職員

3.22

3.28 3.59 3.47 3.50

3.23 3.39 保護者

3.31

3.23 3.35 3.29 3.50

3.38 3.48 教職員

3.44

3.35 3.47 3.41 3.38

##

学校運営協議会委員から
出されたその他の意見や要望等

○　中期ブロックをなくすことなどは、保護者への丁寧な説明が必要だった気がします。保護者との信頼関係づくりにも繋がると思います。
○　複式学級についての説明が必要だと思います。
○　いつもたくさんの花が咲いていたり、運動場の手入れ等も頑張っておられます。手伝うことがあれば声をかけてください。

校　　　長　　　所　　　見

　重点目標である「幼小中一貫教育の良さを生かした学校づくり」についての評価において、保護者・教職員とも評価が伸び悩んでいる。幼小中一
貫教育に関する取組について、保護者に伝わるようにしていきたい。
　地区懇談会を実施することができずに残念であった。ウィズコロナの観点からも実施したいが、健康安全面も重視しながら行っていきたい。
　南学園の様子についての情報発信など、コロナに関係なく実施できることを積極的に行っていきたい。

そ
の
他

9

　学校は、思いやりの心やルールを守る態
度、協調性など、心を育てる学習活動を適切
に行っている。

○命について考える授業を実施した。前期
ブロックは動物愛護センター、後期ブロッ
クは命をバトンタッチする会の方を講師に
招いて実施した。健康教育や性教育も計画
的に実施している。
○弁当の日やスポーツ栄養講座など食育指
導を充実している。弁当の日は年間３回実
施しており、弁当の日に向けた事前指導も
実施した。
○学園生一人一人の理解を高め、組織的に
対応するために、毎週ブロック部会を開催
した。月１回のハートフル委員会では、校
種別部会の後に全体の報告を行い、共通理
解を図り生徒指導の充実に努めた。
○オンラインによる韓国交流も昨年に引き
続き取り組むことができた。
○情報モラル教育の必要性を感じており、
朝の活動において定期的に取り組む計画を
立案している。

○「情報･安全教育や健康につい
て学ぶ学習活動」については、子
どもたちが能動的に学ぶような工
夫の余地があると思う。他校の先
進事例等を参考にしたりしてはど
うか。

10

　学校は、情報・安全教育や性教育、食育な
ど、生命や健康について学ぶ学習活動を適
切に行っている。

小
中
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7

　学校は、縦の人間関係を生かした活動な
ど、幼小中一貫教育校のよさを生かして、
キャリア教育の充実に努めている。

○児童生徒会が中心となり、自主的な朝の
活動に取り組んでいる。ファミリー班での
花壇の草抜きや水やりなどは、上級生の指
示で行えるようになってきた。挨拶を元気
よくできる学園生が増えているが、地域の
方に対する挨拶が課題である。

○本年度よりスクールバスに幼稚園年中生
も乗車できるようになった。バスの利用の
仕方やマナーなど、上級生に頼るしかない
状況である。安全についての対応も含めた
指導を行っていく必要がある。

○児童生徒会が人権集会を実施したり、教
職員で人権研修を行うなど、人権に対して
意識の高揚を図った。

8

　学校は、一人一人を大切にし、いじめのな
い集団づくりに努め、子どもが活躍する場を
設定している。

番　号 評　　価　　指　　標 学校としての取組や反省


